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3．レーダー 3 次元データ， 雷監視シ ス テ ム及び数

　　値予報資料 を用 い た雷 直前予測

　　　　　　 平原 　淳，宮城 仁 史 （気 象庁観測 部）

3．1　は じめ に

　気象庁 で は，平成 22年度 か ら竜巻等 の 突風 や雷 な ど

局地 的 な激 しい 現 象の 危 険度に つ い て ， 10分毎の解析

と 1 時問先 ま で の 予測 を 分布 図形式 で 発表 す る計画 で

あ る．そ の 中の 「雷」の 解析に つ い て は，雷監視シ ス

テ ム （LIDEN ） か ら得 ら れ る 雷検知 デ ータ に 加 え，

レ ーダー 3 次元データ か ら新た に発生 す る落雷を推定

し解析 を行 う予 定 で あ る．今同 は，レ ーダー 3 次 元

デ ータ と レ ーダー観測後 10分以 内 の 発 需状 況 に つ い

て ，主 に 夏季 をタ
ー

ゲ ッ ト と した統計 モ デル を構築 し

て調査を行 っ た ．

　 3、2　統計 モ デ ル の 構築

　 レ ーダーデー
タ と雷の関係 に つ い て は，Gre 皿 illion

and 　Orvi］le （1999） な どに よ っ て ヒ空 の あ る温度面，

特 に
一lo℃ 高度面 に お け る レ

ーダー
エ コ ー強度 の 有効

性が指摘 さ れ て い る．

　 そ こ で 今回 は まず，全国 を10km 格子 に 分割し，格子

毎 に レ ーダー観測 データ （10分毎）か ら上空 の
一10℃

高 度面 エ コ ー強度 （温度 と馮度情 報 は メ ソ 数値 予報 モ

デ ル よ り取得）や 鉛直積算雨水量 ，
エ コ ー頂高度に つ

い て ，それ ぞ れ 強度 と 面積 を併 せ 持 つ 指 標 を作 成 し

た ．次に ，
こ れ ら 3 指標 と レ ーダー観測後 1 分以内 の

LIDEN に よ る対 地放 電 検

知 の 有 無 に つ い て ロ ジ ス

テ ィ ッ ク回帰分析 を行 い ，

統計モ デ ル を構築 し た ，構

築 に あた っ て は ，2007年 5
〜10月 の デ ー

タ を 用 い ，資

料数 の確保お よび ン ーダー

の 観測特性 を含 め た 地域特

性を反映 す る た め ， 4 × 4

格子 （40km 格子）毎が 同

じモ デ ル と な る よ う層別化

を図 っ た ．

　 3，3MSM 発雷 ガ イ ダ

　　　 ン ス に よ る補正 と

　　　 対 流性判別 を利 用

　 　　 　し た プ ロ ダ ク ト表
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ◎ 　　4　 a　 16 　32
　 　　 現
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　 構築 し た 統計 モ デ ル が 算

出す る値 （0．0〜1．0） は，

値が大 き い ほ ど対応す る エ コ ー域が落雷を伴 う危険度

が高 い とい え る，実際 に は，発雷 環境場 に な い と考 え

られ る場合 で も低 い 値 が 出力 さ れ る ケ
ー

ス が み ら れ た

の で ， 数値予報資料 （MSM 発雷ガ イダ ン ス ）で発雷

環境 場 に な い と 判 断 し た もの を 0 と す る 補 正 を行 っ

た ．

　 ま た ，Steiner　et　al ．（1995） の レ ーダーデ ータ を 用

い た 対流性領域判別 を参考に，統計 モ デ ル で 値が 出力

さ れ た 10km 格子 に か か る エ コ ー域 の 対 流性領 域 を 抽

出し て ］km 格子 の プ ロ ダ ク ト と し て表現 し た ．

　3 ．4　結果

　第 4 図 b は 出力 結 果 の 例で ，降水強度画像 a と 比

べ 雷 の 危険 i生が高 い 領域 をあ る程度 絞 り込 め て い る こ

とが 分 か る．全体的 に 高 い 値は出力 され て い な い が ，

相対的 に 値 が高い 領域 で 1 分以 内 に LIDEN で 対地放

電を検知 し た．また，そ の他 の 領域 に つ い て も，10分

以 内に は検知 が なか っ た もの の ，20分後，30分後 に 対

地放電 を検知 す る 場合 もみ ら れた．

　今後 は，10分以 内の雷検知結果に限定せ ず，30分以

内な ど対 象を拡大 し ， 雷の危険性 を適切 に 解析で き る

モ デ ル の 構築 を 図 る 予 定で あ る．ま た ，冬季 を ター

ゲ ッ ト と し た モ デ ル の 搆築 も行 う予定 で あ る．

　　 　　 　　 　　 参　考　文　献

Gremillion，　M ．　S．　and 　R ．　E ．　Orville，1999 ：Thunderstorrn

や顧
藤膨夥箏

　 　 　 　 　 48 　64 　8◎

2008年 6 月23口090D　JST の （a ）降水 強度 ［mm ／h］，（b）対 流 性領 域

に 重 ね 合わ せ た 統計 モ デル の 出力値 （点線で 囲 ま れ た 領域 は 10分 以 内に

LIDEN に よ る対 地 放電 の 検知 が あ っ た こ とを示 す ）．

2 09年 12月 39

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologioal 　Sooiety 　 of 　Japan

1008 第 6 回天気予報研究会 の 報告

　 charac しeristics 　of 　cloud −to−ground 　lightning　at　the

　Kennedy 　Space 　Center，　Flor三da ；Astudy 　of 　lightn三ng

　initiation　signatures 　as 　indicated　by　the　WSR −88　D．

　W 「
ea ，　 Forecasting，14，

640−649．

Steiner，　 M ．，　R．　A ．　 Houze 　Jr．　 and 　 S，　E ．　 Yuter ，1995 ；

　α imatological　characterization 　of 　three　dimensional

　 storrn 　structure 　frorn　operational 　radar 　and 　rain

　gaugc 　datu．　J．　Appl．　Meteor，，34，1978−2007．
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　　　　 清水慎吾，加藤　敦，鈴木真
一

（防災科研 ）

　近年の 竜巻 な どに よ る強風災 害の 多発を受 けて ， 強

風 の 監視予測技術 の 開発が 求め られ て い る．今後 の 強

風監視予測 技術 を向上 さ せ

る た め に ，あ ら た に X バ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 葛o懸＄鰄 臨 o 暮：鷹｝麟 9耀 組 給 贍

ン ドレ ーダ ・ネ ッ トワ ーク

を活用 し た 強風 ナ ウ キ ャ ス

ト技術 を開発 し た ．

　防災科学技術研 究所 が 中

心 と な り，日本気 象協 会，

中央大 学，防 衛 大学 校 の

X バ ン ド 研 究 用 レ ーダ

ネ ッ ト ワ
ー

ク　（X −NET ，

第 5図参照 ）を 運用 し て い

る． こ の X −NET で は ，

複数台 の ド ッ プ ラ ー
レ
ーダ

か ら算出さ れ た 3 次元 の 風

分布や 強雨強度分布な ど，

時 間 的 ・空 聞 的 に 詳 細 な

データ を 得 る こ と が で き

る．

　 こ の X −NET に よ り 得

ら れ た 高度1000m に お け

る 5 分 毎 の 風速分布 を 用 い

て 強風 域 の移動 ベ ク トル を

算出 し ， 1時 間先 ま で の 外

挿 予測 を行 う シ ス テ ム を構

築 した ．

　 2008年 4 月18日 に東京周

辺 で 低気圧 な ら び に寒冷前

第 5 図 X −NET 配置図 （1コ」は レ
ー

ダの 観測

　　　 範囲を 示 す ），
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第 6 図 強風予測結果 （時刻 08 ：40，左 ：監視 右 ：予測）．
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第 7 図　強風予測結果 （時刻09 ：10，左 ：監視，右 ：予測）．
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